
2
月
4
日
午
後
１
時
30
分
か
ら
、

吉
川
多
目
的
集
会
場
で
「
橋
爪
の
り

か
ず
を
励
ま
す
新
春
の
集
い
」
が
開

か
れ
、
私
も
参
加
し
ま
し
た
。

冒
頭
は
、
農
民
歌
手
平
澤
栄
一
さ

ん
で
、
次
は
小
田
順
子
さ
ん
が
橋
爪

さ
ん
の
最
新
エ
ッ
セ
イ
集
『
春
に
な
っ

た
ら
』
の
１
篇
を
朗
読
、
続
い
て
大

潟
区
の
橋
爪
市
議
の
友
人
山
田
護
さ

ん
が
自
作
の
詩
「
人
生
こ
れ
か
ら
さ
」

を
朗
読
し
、
橋
爪
さ
ん
を
激
励
し
ま

し
た
。
実
に
多
士
済
々
で
し
た
。

私
は
、
昨
年
の
選
挙
の
と
き
の
苦

し
か
っ
た
時
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
正
直

に
話
し
ま
し
た
。

同
日
同
時
刻
に
、
高
田
の
高
陽
荘

で
ひ
ら
ら
ぎ
哲
也
市
議
の
「
新
春
の

集
い
」
が
開
か
れ
ま
し
た
。
私
は
途

中
か
ら
参
加
で
、
昨
年
の
選
挙
の
時

に
、
ひ
ら
ら
ぎ
市
議
が
私
に
懇
切
丁

寧
に
指
導
し
て
く
れ
た
こ
と
な
ど
を

紹
介
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
皿
回
し

の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
で
は
、
私
も

挑
戦
し
ま
し
た
。

私
の
秘
書
の
荊

木
も
ひ
ら
ら
ぎ

市
議
が
作
曲
し

た
合
唱
曲
を
同

市
議
と
一
緒
に

歌
い
ま
し
た
。
な
ご
や
か
で
楽
し
い

会
に
な
り
ま
し
た
。

※

※

※

い
ず
れ
の
集
会
で
も
、
私
は
、
日

本
共
産
党
上
越
市
議
団
の
活
動
を
次

の
よ
う
に
話
し
ま
し
た
。

「
渇
水
被
害
や
地
震
被
害
な
ど
、
と

に
か
く
住
民
要
求
の
あ
る
と
こ
ろ
に

必
ず
出
向
き
、
そ
の
要
望
を
文
字
で

ま
と
め
て
行
政
に
訴
え
る
、
そ
の
成

果
を
住
民
に
伝
え
ま
す
。
こ
れ
が
本

当
の
住
民
代
表
で
あ
る
地
方
議
員
の

活
動
の
見
本
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
」

な
お
、
上
野
こ
う
え
つ
市
議
の
集

い
は
２
月
10
日
、
11
日
に
開
か
れ
ま

す
。
い
ず
れ
も
参
加
い
た
し
ま
す
。

２
月
５
日
は
、
県
議
会
で
防
災
・

脱
炭
素
社
会
特
別
委
員
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

議
題
は
「
能
登
半
島
地
震
へ
の
対

応
状
況
に
つ
い
て
」
で
す
。
私
は
次

よ
う
な
質
問
を
し
ま
し
た
。

〇
「
屋
内
退
避
」
は
机
上
の
空
論
、

避
難
計
画
を
見
直
せ
。

〇
国
の
規
制
委
員
会
と
は
別
に
、
県

独
自
で
避
難
計
画
を
見
直
せ
。

〇
今
回
の
地
震
で
は
、
津
波
警
報
が

で
た
ら
、
み
ん
な
が
「
て
ん
で
ん
こ
」

に
避
難
し
て
国
道
８
号
線
や
国
道
２

５
３
号
線
が
あ
っ
と
い
う
間
に
渋
滞

し
た
、
こ
れ
を
記
録
に
遺
し
、
実
効

性
の
あ
る
避
難
計
画
を
作
る
必
要
が

あ
る
の
で
は
？

〇
そ
の
た
め
に
も
、
県
の
避
難
委
員

会
を
立
ち
上
げ
る
べ
き
だ
、
な
ど
。

能
登
半
島
地
震
後
の
初
め
て
の
委

員
会
で
も
あ
り
、
県
の
前
向
き
な
答

弁
を
期
待
し
ま
し
た
が
、
避
難
対
策

に
つ
い
て
は
国
ま
か
せ
み
た
い
な
答

弁
が
目
立
ち
、
失
望
し
ま
し
た
。
詳

細
は
後
日
報
告
し
ま
す
。
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馬
場
ひ
で
ゆ
き
の
活
動
日
誌

今
年
度
最
後
の
議
会
が
２
月
19
日
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
今
回
は
一
般
質

問
に
立
ち
ま
す
。
２
月
29
日
の
予
定
で
す
。
今
、
準
備
に
追
わ
れ
て
い
ま
す
。

上
越
市
で
は
、
４
月
に
市
議
会
議
員
選
挙
が
あ
り
ま
す
。
い
ろ
ん
な
方
々
の

チ
ラ
シ
が
配
布
さ
れ
、
に
ぎ
や
か
に
な
っ
て
き
ま
し
た
ね
。

橋
爪
市
議
「
新
春
の
集
い
」

防
災
特
別
委
員
会

本多勝一著『そしてわが祖国・日本』（朝日新聞社）

１９８４年、私は大学２年生でした。大学には入っ

たものの、どういうことをしたらいいのかさっぱりわ

からずに無為な日々を送っていました。

同じクラスの友人が読書会に誘ってくれました。そ

こで読んだのが本多勝一の『中国の旅』。１５年戦争

での日本の中国への加害を描いたルポでした。本多さ

んの本をもっと読みたいと思い、読んだ２冊目が『そ

して我が祖国・日本』でした。この本に収められた

「田中角栄を圧勝させた側の心理と論理」に圧倒され

ちゃって本多勝一信者になってしまいました。

たしか前年には、新潟県出身の田中角栄元首相が、

東京地裁で収賄罪の罪で懲役４年の実刑判決を受けま

した。にもかかわらず、角栄は、その年の冬の総選挙

では２２万票という過去最高

の得票を得て当選、東京でタ

クシーに乗り、新潟県人だと

いうことを告げると、運転手

が顔をしかめる、そんな時代

だったのです。

本多さんのルポは、どうし

て犯罪者である角栄が、２２

万票を得たかということの理

由や背景を民衆の視点で描い

たものでした（この項続く）。

私の推し本その5

ひ
ら
ら
ぎ
市
議
「
新
春
の
集
い
」

（
訂
正
）
日
誌
11
号
で
、
被
災
し
た
際
の
公
的

給
付
及
び
保
険
金
請
求
に
罹
災
証
明
書
が
必
要

と
書
き
ま
し
た
が
、
正
確
に
は
「
被
災
者
住
宅

応
急
修
理
制
度
」
を
利
用
す
る
場
合
は
同
証
明

書
が
必
要
、
「
上
越
市
被
災
者
住
宅
修
理
支
援

事
業
」
を
利
用
す
る
場
合
は
同
証
明
書
が
不
要

で
す
。
保
険
金
請
求
の
際
も
罹
災
証
明
は
原
則

不
要
で
す
。
不
正
確
な
内
容
で
あ
っ
た
こ
と
を

お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

月に１回、当事務所で近所のシニアの女性が中心となり勉強会が開催されます。２月６日も、身近なことから政治ことまでいろんなことをおしゃべりされてました。皆さん、元気です！



（
ど
う
し
て
閉
院
す
る
の
？
）

閉
院
の
理
由
の
一
つ
は
、
労
災
病

院
の
医
師
不
足
で
す
。
労
災
病
院
は
、

内
科
外
科
を
含
め
、
多
く
の
診
療
科

を
備
え
る
総
合
病
院
と
し
て
機
能
し

て
い
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
数
年
前

か
ら
医
師
の
退
職
が
相
次
ぎ
ま
し
た
。

病
棟
閉
鎖
も
相
次
ぎ
、
令
和
５
年
４

月
か
ら
は
常
勤
内
科
医
師
の
不
在
に

よ
り
、
内
科
疾
患
の
あ
る
患
者
の
受

け
入
れ
が
困
難
、
救
急
車
受
け
入
れ

台
数
も
減
少
し
ま
し
た
。

も
う
一
つ
の
理
由
は
、
国
や
新
潟

県
が
推
進
し
て
き
た
地
域
医
療
構
想

で
す
。
そ
の
内
容
は
、

①

人
口
減
少
の
進
行
に
よ
り
、
地

域
全
体
の
症
例
数
が
減
少
す
る
。

②

現
在
の
よ
う
に
高
度
専
門
医
療

を
す
る
病
院
が
分
散
し
た
ま
ま
で
は

そ
れ
ぞ
れ
の
病
院
の
症
例
数
が
減
少

し
、
医
療
の
質
が
低
下
、
若
い
医
師

を
育
成
す
る
環
境
を
確
保
で
き
な
い
。

③

若
い
医
師
を
呼
び
込
む
た
め
に

も
、
医
療
資
源
を
特
定
の
専
門
病
院

に
集
中
す
る
。

④

専
門
病
院
以
外
の
病
院
は
「
地

域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
を
支
え
る
医

療
機
関
」
に
特
化
す
る
。

こ
の
帰
結
と
し
て
、
労
災
病
院
の

閉
院
が
決
定
し
た
も
の
と
思
わ
れ
ま

す
。

（
労
災
病
院
の
機
能
は
ど
こ
に
？
）

左
上
の
図
（
同
調
整
会
議
で
配
布

さ
れ
た
も
の
）
の
と
お
り
で
す
。
①

手
術
、
②
入
院
、
④
救
急
は
、
県
立

中
央
病
院
と
上
越
総
合
病
院
に
受
け

皿
に
な
っ
て
も
ら
う
、
③
外
来
患
者

は
、
上
越
圏
域
内
の
病
院
、
診
療
所

に
行
っ
て
も
ら
う
、
⑤
透
析
は
、
上

越
総
合
病
院
が
受
け
皿
に
な
る
、
な

ど
で
す
。

患
者
の
受
け
入
れ
に
あ
た
っ
て
は
、

今
後
、
手
術
室
な
ど
の
施
設
整

備
が
な
さ
れ
る
予
定
で
す
。

（
問
題
点
）

人
口
減
少
に
伴
い
、
病
院
の

あ
り
方
を
検
証
す
る
こ
と
は
必

要
で
す
。

〇

し
か
し
、
労
災
病
院
の
あ

る
直
江
津
地
域
は
、
上
越
第
２

の
人
口
集
中
地
域
で
す
。
し
か

も
、
直
江
津
駅
に
近
接
し
て
い

る
た
め
、
柿
崎
・
大
潟
、
名
立
、

能
生
方
面
の
方
々
も
鉄
路
や
バ

ス
を
利
用
し
て
労
災
病
院
に
来

て
い
ま
し
た
。
閉
院
に
な
れ
ば
、

高
齢
者
や
交
通
弱
者
が
行
き
場

を
失
う
こ
と
に
も
な
っ
て
し
ま

い
ま
す
。

〇

図
の
と
お
り
、
今
後
の
労

災
病
院
の
機
能
の
移
行
は
、
協

議
の
中
で
示
さ
れ
て
は
い
ま
す
。

し
か
し
、
県
立
中
央
病
院
は
、
外
来

で
も
１
～
２
時
間
待
ち
は
普
通
で
す
。

総
合
病
院
と
地
域
の
診
療
所
な
ど
の

連
携
が
十
分
と
れ
て
い
な
い
と
、
中

央
病
院
や
上
越
総
合
病
院
に
患
者
が

集
中
し
、
ま
す
ま
す
こ
れ
ら
の
病
院

の
多
忙
化
に
拍
車
が
か
か
る
の
で
な

い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。
そ
れ
は
、
医

師
や
看
護
師
の
疲
弊
、
粗
雑
な
診
療

に
繋
が
り
ま
す
。

〇

ま
た
、
上
越
地
域
が
他
地
域
に

比
べ
圧
倒
的
に
医
師
数
が
不
足
し
て

い
る
と
い
う
現
実
で
あ
る
の
に
、
地

域
医
療
構
想
が
既
存
の
医
師
数
を
そ

の
ま
ま
に
し
て
、
そ
の
振
り
分
け
だ

け
を
考
え
て
い
る
こ
と
も
問
題
で
す
。

１
月
19
日
に
は
、
「
上
越
地
域
の

医
療
を
守
る
会
」
が
結
成
さ
れ
ま
し

た
。
私
は
、
会
の
仲
間
と
と
も
に
次

の
こ
と
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

①

直
江
津
地
域
は
人
口
集
中
地
域

で
す
。
労
災
病
院
の
よ
う
な
総
合
病

院
が
今
後
も
必
要
で
す
、
そ
れ
を
行

政
に
求
め
ま
す
。

②

上
越
地
域
の
医
師
数
は
不
足
し

て
い
ま
す
。
医
師
の
確
保
を
国
や
県

に
求
め
ま
す
。
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最近は、事務所の外に出て、公共交通、学校、介護、医療、農業などの関係者から、地域の課題をお聞きしています。知らなかったことがたくさんあり、毎日刺激を受けています。

昨
年
12
月
４
日
に
上
越
地
域
医
療
構
想
調
整
会
議
が
開
か
れ
、
労
災
病

院
が
２
年
後
に
閉
院
す
る
こ
と
が
公
表
さ
れ
ま
し
た
。
閉
院
の
経
緯
と
問
題

点
、
こ
れ
に
対
す
る
私
の
考
え
方
を
ご
説
明
し
ま
す
。

労災病院は、長い間、直江津での住民の命の

砦として地域医療の拠点となってきました。


